
ひひががししかかぐぐらら
ＮＯ.ＮＯ.

こんにちはこんにちは

議会だより議会だよりですです

主な内容

表紙写真：複合施設整備工事の文化ホール内部　10 月６日議会が進捗状況を視察表紙写真：複合施設整備工事の文化ホール内部　10 月６日議会が進捗状況を視察

115115

第３回定例会 ● 令和４年９月14日～９月16日（３日間）

○○令和４年度一般会計補正予算（第５号）他３会計予算の補正令和４年度一般会計補正予算（第５号）他３会計予算の補正

○令和３年度一般会計決算とその他３会計の決算審査○令和３年度一般会計決算とその他３会計の決算審査

○職員の育児休業等に関する条例の一部改正○職員の育児休業等に関する条例の一部改正

○手数料徴収条例の一部改正○手数料徴収条例の一部改正

○固定資産評価審査委員会委員の同意○固定資産評価審査委員会委員の同意

○一般質問　８名（19件）○一般質問　８名（19件）

○意見書第５号・６号・７号提出○意見書第５号・６号・７号提出

●第６回臨時会　第６回臨時会　●議会の動き　議会の動き　●その他その他
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東神楽町議会だより東神楽町議会だより　●　定例会・主な議案定例会・主な議案

報
告
１
号　

行
政
報
告
（
主
な
事
項
）

　

令
和
４
年
６
月
17
日
以
降

第
３
回
定
例
会

令
和
４
年
９
月
14
日
～
９
月
16
日

総
務
課

・
８
月
30
日　

定
例
表
彰
式
な
ど
報
告

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・�

８
月
１
日　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
北
海

道
（
株
）
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結

・
９
月
10
日　

旭
川
空
港
ま
つ
り

く
ら
し
の
窓
口
課

・�

８
月
23
日　

大
雪
霊
園
合
葬
墓
の
献
花

式
健
康
ふ
く
し
課

・�

６
月
22
日　

第
一
生
命
保
険
（
株
）
と

の
包
括
連
携
協
定
の
締
結

・�

８
月
５
日　

戦
没
者
・
功
労
者
追
悼
式

（
個
別
参
拝
）

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
４
回
目
の

実
施
に
つ
い
て

産
業
振
興
課

・
農
作
物
の
生
育
状
況
な
ど

教
育
委
員
会
関
連

・
事
務
事
業
点
検
評
価
の
報
告

・
中
体
連
全
道
大
会
等
の
結
果
報
告

・
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
園
児
数
状
況

大雪霊園合葬墓

豊穣を祈って

全国学力学習状況調査の 

集計結果

小学生　国語　　算数　　理科

全道　　+3.0　　+1.0　　+2.0

全国　　+1.4　　-1.2　　+1.7

中学生　国語　　数学　　理科

全道　　-1.0　　+7.0　　-1.0

全国　　-1.0　　+4.6　　-1.3

第３回定例会議案審議
主な議案 議決状況

報告２号　繰越明許費繰越計算書の訂正の件
報告３号　財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告
報告４号　債権放棄の件
認定１号から認定４号
　　　令和３�年度一般会計決算の認定から 

令和３年度下水道事業会計決算の認定まで４件

認定１号から認定４号
について決算特別委員
会が設置され審議後、
本会議においてすべて
賛成多数で可決

議案１号　令和４年度一般会計補正予算（第５号）
　・歳入歳出それぞれ199,795千円を追加し9,080,038千円とする
　・歳入　個人町民税の当初賦課等確定と交付額決定により増額
　・歳出　実績により国庫負担金の返金
　　　　　新型コロナウイルスワクチン４回目接種費用
　　　　　国産小麦産地生産性向上事業補助金を増額
議案２号　�令和４年度国民健康保険特別会計診療施設勘定の補正予算（第２号）
議案３号　令和４年度水道事業会計の補正予算（第２号）
議案４号　令和４年度下水道事業会計の補正予算（第２号）

議案１号から議案４号
賛成多数で可決

議案５号　職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　・育児休業取得要件を変更
議案６号　手数料徴収条例の一部改正
　・一部手数料の区分を追加

議案５号・議案６号
賛成多数で可決

同意１号　固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件 賛成多数で可決

・意見書提出
　第５号　国立病院の機能強化を求める意見書
　第６号　地方財政の充実・強化に関する意見書
　第７号　国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書

賛成多数で可決
衆議院議長、参議院議
長、内閣総理大臣ほか
各関係大臣に提出
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ここがここが
聞きたい聞きたい

一 般 質 問一 般 質 問　●　東神楽町議会だより東神楽町議会だより

質
問
・
答
弁
内
容
は
質
問
者
が
要
約
し
た
内
容
を
載
せ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
議
会
事
務
局
と
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
会
議
録
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

横 溝 政 行 議員

１　今後の人口減少と東神楽町の経済をどう
考えるか

２　商工業に対しての町長の考えは

…… ６Ｐ

大 門　 登 議員

１　旭川電気軌道バスに補助金を

２　低額の年金生活者に住宅維持の支援策を

３　町長の公用車について

…… ８Ｐ

竹久美紀恵 議員
１　�道道東川東神楽旭川線の歩道拡張工事の進行

状況を
２　�旭川空港の出入り口にあるウェルカム看板の

更新を
３　東神楽町内で街灯の LED 化は進んでいますか

…… 10Ｐ

松尾貴野枝 議員

１　街路樹の剪定をして道路の見通しをよく
する考えはないですか

２　小さめのゴミボックスを新たに設置する
考えはないですか

…… ７Ｐ

山 口 千 春 議員

１　ひじり野にも入浴施設を
２　町長のコロナ感染及び今後の町行事への

対応について

…… ９Ｐ

生 出　 栄 議員

１　反社会的カルト集団旧統一協会の認識は

２　高齢者の医療費窓口負担２倍化をどう思
うか

３　えん罪事件について

…… 11 Ｐ

第
３
回
定
例
会
で
は

８
名
が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

清 野 修 一
１　�高規格道路「旭川東神楽道路」の開通により市街地の商店

や飲食店の売り上げ状況はどうなっているか

２　�「東神楽町花のまち景観づくり条例」を「景観条例」と「花
のまちづくり条例」に分けて推進する考えはできないか

３　「東神楽町自治基本条例」の必要性について

議員 …… ４Ｐ

１　町民の「節約」意識の拡大と「エコタウ
ン」構想について

伊 藤 一 乘 議員 …… ５Ｐ
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・�新道の開通後市街地商店や飲食店の売上状況を把握し

ているのか。

・�「花のまち東神楽町」には独自の花のまちづくり条例が

必要です。また、花の社会性の強化が必要ではないか。

・�東神楽町自治基本条例は必要か。

・�売上に影響があることは認識している。目的地として立

ち寄りたくなる場所づくりを計画したい。

・�花のまちづくり独自の条例は考えていません。また、花

の社会性の強化を検討したい。

・東神楽町自治基本条例は考えていません。

東神楽町議会だより東神楽町議会だより　●　一 般 質 問一 般 質 問

清

野

修

一

新
道
の
開
通
で
市
街
地
商
店
施

設
の
売
上
げ
状
況
は
ど
う
か

質　

問　

新
道
が
開
通
し
、
利
便
性
や
交

通
安
全
性
は
向
上
し
た
が
、
一
方
市
街
地

で
は
交
通
量
の
減
少
で
、
商
店
や
飲
食
店

は
客
の
減
少
で
売
り
上
げ
に
影
響
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
な
ら
ば
大
変
な
問
題
で
す
。
調
査
研
究

と
対
応
策
が
必
要
だ
。
ま
た
、
新
道
沿
い

に
「
道
の
駅
」
な
ど
い
つ
で
も
商
業
施
設

用
地
に
で
き
る
策
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

町
長
答
弁　

商
店
や
飲
食
店
の
影
響
調
査

は
実
施
し
て
い
な
い
が
売
り
上
げ
に
影
響

が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
策
と

し
て
複
合
施
設
に
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
を

整
備
す
る
こ
と
や
、
特
産
品
や
食
事
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

目
的
地
と
し
て
立
ち
寄
り
た
く
な
る
場
所

を
作
る
こ
と
で
魅
力
あ
る
市
街
地
づ
く
り

を
し
ま
す
。

新
道
沿
い
に

商
業
施
設
用

地
の
件
で
す

が
、
こ
の
地

区
は
国
営
事

業
の
対
象
地

区
で
あ
り
そ

の
計
画
ま
で

い
か
な
か
っ

た
。

花
の
ま
ち
景
観
づ
く
り
条
例
を
景
観

条
例
と
花
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
分

け
て
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か

質　

問　

条
例
は
建
築
物
や
工
作
物
な

ど
、
景
観
を
重
点
的
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
花
の
ま
ち
東
神
楽
町
」
で
あ
る
な

ら
ば
本
町
独
自
の
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
が
あ
る
べ
き
で
す
。
現
在
の
条
例
を

「
景
観
条
例
」と「
花
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
分
け
て
推
進
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、「
花
の
社
会
性
」
を
強
化
す
る

べ
き
で
す
。
公
共
花
壇
の
整
備
だ
け
で
は

な
く
「
一
軒
に
一
鉢
」
と
い
っ
た
策
な
ど

考
え
て
は
ど
う
か
。
誰
も
が
楽
し
め
る
花

づ
く
り
で
、
町
民
の
感
性
が
高
ま
り
住
み

や
す
い
環
境
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
答
弁　

本
町
は
い
か
に
し
て
住
み

良
い
町
を
つ
く
る
か
と
い
う
発
想
で
ま

ち
づ
く
り

を
し
て
い

ま
す
。
条

例

は

景

観
・
花
の

ま
ち
づ
く

り
・
環
境

衛
生
な
ど

一
体
的
に

推
進
し
て

く
趣
旨
で

あ
り
、
条

例
を
分
け

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
花
の
社
会
性
」

に
つ
い
て
、
新
た
に
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
が
結
成
さ
れ
植
樹
桝
の
植
栽
や
除

草
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
に
新
た
な
活

動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
政
策

の
取
り
組
み
で
「
一
軒
一
鉢
」
を
参
考
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
街
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
見
直
し
で
社
会
や
人
が
変
わ

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
考
え
た
い
。

東
神
楽
町
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

質　

問　

人
口
の
増
加
で
こ
の
地
に
生
ま

れ
育
っ
た
人
よ
り
も
、
移
り
住
む
人
の
数

が
多
く
な
っ
た
現
在
、
事
の
行
い
や
物
事

の
考
え
方
が
多
様
に
な
り
生
活
環
境
が
複

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
や
事
業
者
・

町
長
・
議
会
・
役
場
な
ど
が
関
わ
る
「
ま

ち
の
ル
ー
ル
づ
く
り
」
が
必
要
と
思
い
ま

す
。
自
治
基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

は
、
み
ん
な
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
と
、
郷
土
を
守
り
さ
ら
に
発
展
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
に
は
意
味
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

町
長
答
弁　

各
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
継
続
実
施
や
地
域
自
治
を
主
体
と
し
た

政
策
等
の
検
討
や
、
住
民
主
体
の
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
必
要
な
政
策
は
議
会
等

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
の
で
今

の
と
こ
ろ
自
治
基
本
条
例
を
整
備
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

市街地の旧道路

花のボランティア団体が植栽した植樹桝
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一 般 質 問一 般 質 問　●　東神楽町議会だより東神楽町議会だより

エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
の
考
え
は

質　

問　

今
や
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や
コ

ロ
ナ
禍
等
に
よ
る
物
流
の
停
滞
、
人
手
不

足
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る

燃
料
・
資
源
価
格
や
日
常
食
料
品
ま
で
価

格
が
高
騰
し
て
お
り
ま
す
。

　

原
油
価
格
や
生
活
諸
物
価
の
上
昇
を
抑

え
る
た
め
に
は
、
「
節
約
」
が
私
た
ち
に

で
き
る
対
策
で
あ
り
、
最
も
必
要
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、「
花
の
ま
ち
」「
食
育

の
ま
ち
」
に
「
エ
コ
の
ま
ち
」
を
加
え
た

エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
を
町
民
全
体
で
考
え
て

い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
の
お
考
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

町
長
答
弁　

本
町
で
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
０
を
目
指
す
た

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
調
査
及
び
導
入
目
標
を
策
定
中
で

す
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
の
た
め
に

は
、
町
民
が
取
り
組
め
る
こ
と
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
住
民
向
け
や
事
業
者
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
町
民
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
意
識
の

醸
成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

質　

問　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

拡
大
が
一
向
に
沈
静
化
せ
ず
、
日
常
食
料

品
等
の
物
価
高
騰
と
パ
ー
ト
労
働
者
の
収

入
減
や
多
数
の
飲
食
店
の
閉
店
と
い
う
状

況
の
中
で
、
求
め
ら
れ
る
事
は
、
我
慢
と

忍
耐
そ
し
て
節
約
意
識
の
涵
養
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
節
約
の
た

め
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
を
図
り
、
夏

場
だ
け
で
も
公
共
施
設
近
く
の
住
民
に
利

用
の
呼
び
か
け
や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の

鑑
賞
に
利
用
い
た
だ
く
な
ど
節
約
意
識
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、町
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

ウ
ォ
ー
カ
ー
ブ
ル
シ
テ
ィ
の
ま
ち

（
歩
け
る
ま
ち
）
づ
く
り
を
目
指
す

町
長
答
弁　

自
動
車
を
で
き
る
だ
け
使
用

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
化
石
燃
料

の
消
費
を
抑
え
て
い
く
方
策
で
あ
る
も
の

と
考
え
、
効
果
は
別
と
し
て
今
、
私
た
ち

は
、
「
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
い
く
取
り
組
み
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
当
町
で
旭
川
空
港
に
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
冬
期
間
の
使
用
が
で
き
ず
更

に
は
、
冬
季
間
の
設
置
場
所
や
保
管
場
所

な
ど
の
難
し
い
問
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
全
体
と
し
て
こ
の
化
石
燃
料
を

使
う
こ
と
な
く
ま
ち
の
中
で
、
快
適
に
生

活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
を
、
様
々
な
方
向
か
ら
検
討
し
つ
つ
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

伊

藤

一

乘
目標とするゼロカーボン達成の

ためには、町、事業者、町民が

一体となっての取り組みが必要

国際的な燃料等資源価格の高騰

により、日常の生活の中で節約

意識の拡大が求められる

エコタウン「ゼロカーボン画像」

レンタサイクル利用画像

歩けるまちづくりの想定画像
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東神楽町議会だより東神楽町議会だより　●　一 般 質 問一 般 質 問

質　

問　

人
口
減
少
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
が
引
き
起
こ
す
事
態
は
色
々

と
あ
り
ま
す
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

一
番
深
刻
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
高
齢
化
の
進
行
で
社
会
保

障
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い

て
の
町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
答
弁　

地
域
経
済
に
お
い
て
人
口
減

少
は
大
変
な
事
で
あ
り
、
出
来
る
だ
け
人

口
減
少
を
緩
和
す
る
政
策
な
ど
、
例
え
ば

「
住
ま
い
の
促
進
事
業
」
な
ど
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

質　

問　

人
口
維
持
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
言
い
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
そ
の
政
策
に
向
か
っ

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

町
長
答
弁　

や
は
り
子
供
の
子
育
て
支
援

が
大
事
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
十
月
か
ら
は
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
償
化
を
行
い
ま
す
。
今
後
企
業
の
人

手
不
足
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
め
た
政

策
も
進
め
て
行
き
ま
す
。

質　

問　

花
の
ま
ち
対
策
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
に
策
定
し
ま
し
た
「
東

神
楽
町
花
の
ま
ち
景
観
計
画
」
が
現
在
ま

で
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
ま
し
た
か
、
達
成

さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
何
が
課
題
で
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

町
長
答
弁　

な
か
な
か
達
成
さ
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
花
の
駅
を
造
成
し
た
り
、
今
回

複
合
施
設
周
辺
に
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
を

つ
く
り
ま
す
。

質　

問　

複
合
施
設
周
辺
に
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
を
整
備
す
る
と
言
っ
て
お
り
ま

す
。
経
済
を
考
え
た
時
に
、
そ
こ
に
お
金

を
落
と
す
よ
う
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁　

色
々
な
考
え
が
あ
り
ま
す

が
、
あ
る
程
度
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
取
り

組
め
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。

質　

問　

観
光
に
つ
い
て

　

本
来
で
あ
れ
ば
空
港
を
降
り
て
東
神
楽

町
を
観
光
し
長
く
滞
在
を
し
て
お
金
を
落

と
し
て
も
ら
う
様
な
政
策
が
大
事
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
提
案
で
あ
り
ま
す
が
、
や

は
り
森
林
公
園
を
観
光
の
目
玉
に
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁　

や
は
り
森
林
公
園
を
ど
う
活

性
化
さ
せ
る
か
は
大
事
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
キ
ャ
ン
プ
人
口
は
増
え
て
お

り
ま
す
。
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
様
な
環
境
づ

く
り
な
ど
考
え
て
行
き
ま
す
。

質　

問　

工
業
団
地
に
つ
い
て

　

木
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
町
の
管
理
、

企
業
の
管
理

そ
れ
ぞ
れ
だ

と
思
い
ま
す

が
、
も
う
一

度
調
べ
な
お

す
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で

す
か
。

町
長
答
弁　

工
業
団
地
連
絡
協
議
会
等
で

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
ま
す
。

質　

問　

店
の
少
な
さ
に
つ
い
て

　

町
長
は
今
の
お
店
の
件
数
に
対
し
て
ど

う
思
い
ま
す
か
。
も
し
少
な
い
と
思
う
の

で
あ
れ
ば
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
来
経
済
対
策
と
は
地
元
の
食
材
で
調

理
・
加
工
し
、
町
内
で
消
費
し
外
貨
を
稼

ぐ
の
が
一
番
い
い
訳
で
す
。

町
長
答
弁　

少
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
地
域
の
産
業
が
発
展
す
る
事

は
大
事
な
事
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
あ
り
ま

す
と
か
、
地
域
の
中
で
経
済
循
環
で
き
る

よ
う
な
対
策
は
今
後
も
続
け
て
行
き
ま
す
。

質　

問　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
制
度
を
今
後

変
え
て
行
く
様
な
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
や
は
り
町
内
に
は
お
店
を
出
す
場
所

が
少
な
い
訳
で
、
自
立
出
来
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
長
答
弁　

実
際
検
証
し
な
が
ら
法
の
中

で
ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か
、
バ
ラ
ン
ス
を

含
め
て
今
後
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　

今

ご

指

摘

頂

い

た

よ

う

に

制

度

を

活

用

し

て

し

っ

か

り

取

り

組

ん

で

行

き
ま
す
。

人口減少を緩和し、人口
維持の政策が必要である

人口減少についての考え
は

横

溝

政

行

人口減少

お店の少ない中央商店街
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質　

問　

街
路
樹
の
枝
や
葉
が
大
き
く
な

り
、
車
で
道
路
に
出
る
時
や
歩
行
者
が
道

路
を
横
断
す
る
時
、
車
が
来
て
い
る
か
見

え
な
く
て
、
危
な
い
と
い
う
町
民
の
声
が

あ
り
ま
す
。

　

特
に
12
号
通
り
で
す
。
農
協
の
敷
地
内

や
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
出
る
時
が
、
と
て
も

見
え
づ
ら
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
横
に
広
が
っ
た
つ
つ
じ
の
木

の
枝
と
、
桜
の
木
の
下
の
ほ
う
に
あ
る
枝

が
、
原
因
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
町
は
子
ど
も
や
高
齢
者
が
多
く
、

横
断
歩
道
の
無
い
と
こ
ろ
で
渡
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
も
死
角
に
な
り
、
人
の
発
見
が
遅
れ
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
街
路
樹
の

剪
定
を
し
て
見
通
し
が
よ
く
な
る
よ
う
改

善
し
て
い
く
考
え
は
な
い
で
す
か
。

町
長
答
弁　

ご
指
摘
の
道
は
、
北
海
道
が

管
理
し
て
い
ま
す
。
年
に
２
回
ほ
ど
、
街

路
樹
の
剪
定
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
。

質　

問　

こ
こ
は
小
学
校
、
中
学
校
の
通

学
路
で
交
通
量
も
多
く
、
歩
行
者
の
安
全

を
考
え
る
と
、と
て
も
心
配
で
す
。
ま
た
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
車
で
道
路
へ
出
る
時
も

見
え
づ
ら
く
て
、
出
る
、
下
が
る
を
繰
り

返
し
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏

み
間
違
え
た
ら
大
変
で
す
。
こ
の
事
を
踏

ま
え
て
、
早
急
に
、
北
海
道
に
要
望
し
改

善
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
答
弁　

街
路
樹
は
、
町
に
緑
を
盛
っ

た
り
、
車
道
と
歩
道
を
区
分
し
て
交
通
安

全
を
保
つ
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
の
ほ
う
で
、
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
な
が
ら
、
調
査
を
し
管
理
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
め
の
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
を
新
た
に

設
置
す
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

質　

問　

ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
の
こ
と
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
、

①
、
資
源
ゴ
ミ
が
収
集
さ
れ
ず
に
残
っ
て

い
て
、
そ
の
上
に
、
重
ね
る
よ
う
に
ゴ
ミ

を
置
く
の
で
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
に
入
ら
な
い
。

②
、
世
帯
が
増
え
た
事
に
よ
り
、
ゴ
ミ
が

増
え
て
、
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
に
入
ら
な
い
。

③
、
高
齢
に
な
っ
て
、
力
が
入
ら
な
く
な

り
、
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
に
、
ゴ
ミ
を
持
ち
上

げ
て
、入
れ
る
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
小
さ
く
て
入
れ
や
す
い
ゴ
ミ

ボ
ッ
ク
ス
を
追
加
で
設
置
す
る
考
え
は
、

あ
り
ま
せ
ん
か
。
北
町
や
、
さ
く
ら
町
な

ど
の
人
口
が
密
集
し
た
り
、
高
齢
者
が
増

え
て
き
て
い
る
所
に
は
、
小
さ
い
の
が
無

く
、
設
置
の
必
要
性
を
、
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

町
長
の
見
解
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長
答
弁　

住
民
や
行
政
区
・
町
内
会
長

か
ら
の
要
望
等
に
あ
わ
せ
て
、
交
換
や
追

加
な
ど
の
必
要
な
、
処
置
を
行
う
な
ど
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質　

問　

利
用
さ
れ
て
い
る
世
帯
と
、
ゴ

ミ
ボ
ッ
ク
ス
の
数
は
合
っ
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
、
高
齢
の
方
が
、
入
れ
よ
う
と

し
た
ら
、
高
さ
は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た

調
査
も
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
一
環
と

し
て
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
取
り
組
み
も
、
大

事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
コ
ン
ポ

ス
ト
の
推
奨
を
、
も
っ
と
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
さ
い
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク

ス
も
、
必
要
に
応
じ
て
、
追
加
で
設
置
を

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
長
の
考

え
を
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
答
弁　

改
善
で
き
る
こ
と
は
、
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま

す
。

第

一

に
、
町
内
会
を

通
じ
て
や
り
ま

す
。次
に
個
々
、

個
別
に
対
応
さ

せ
て
頂
き
な
が

ら
、
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

北海道に対して、街路樹の剪
定を行い、見通しを確保する
よう、要望してまいります

街路樹の剪定をして道路
の見通しをよくする考え
は、ないですか

松
尾
貴
野
枝

役場前の街路樹の様子

町内にあるゴミボックス
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東神楽町議会だより東神楽町議会だより　●　一 般 質 問一 般 質 問

質　

問　

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
乗
客
減
で

厳
し
い
状
況
で
す
。
路
線
バ
ス
は
免
許
証

返
納
者
・
学
生
等
に
と
っ
て
重
要
な
交
通

手
段
で
す
。

　

他
の
自
治
体
も
各
バ
ス
企
業
に
補
助
し

て
い
ま
す
。
東
神
楽
町
も
電
気
軌
道
に
支

援
し
て
は
。
見
解
を
伺
い
し
ま
す
。

東
神
楽
町
運
行
系
統
路
線

�
東
川
・
東
神
楽
循
環
バ
ス
・
�
ひ
じ
り

野
・
南
高
線
・
84
ひ
じ
り
野
医
大
線
・
�

大
正
橋
経
由
駅
前
・
⑰
ひ
じ
り
野
大
橋
経

由
厚
生
病
院
・
赤
十
字
病
院
線
・
700
ひ
じ

り
野
中
学
校
正
門
前
学
生
町
内
で
七
系
統

運
行
し
て
い
る
。

町
長
答
弁　

い
で
湯
号
に
支
援
す
る
予
定

で
す
。
他
の
七
系
統
路
線
に
対
す
る
要
請

等
は
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

質　

問　

要
請
あ
る
な
し
で
は
な
く
、
交

通
弱
者
の
立
場
に
た
っ
て
、
町
の
職
員
が

自
ら
行
く
べ
き
で
す
。

町
長
答
弁　

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
く
。

低
額
の
年
金
生
活
者
に
住
宅
維

持
の
支
援
策
を

質　

問　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
や
障
が
い

者
世
帯
の
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
は
、

助
成
制
度
が
あ
る
が
、
雨
漏
り
や
外
壁
等

の
修
理
は
対
象
外
で
あ
る
。
安
心
し
て
自

宅
で
暮
ら
し
て
い
け
る
応
援
制
度
は
な
い

か
、
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁　

単
独
で
修
理
費
を
補
助
し
て

い
る
自
治
体
は
な
い
。

　

町
で
は
、
「
未
来
に
つ
な
が
る
住
ま
い

の
輪
」
促
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
断

熱
性
能
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
屋
根
・

外
壁
・
基
礎
等
の
改
築
工
事
を
補
助
対
象

に
し
て
い
る
。
又
お
住
い
の
住
宅
に
対
し

て
、
中
古
住
宅
の
流
通
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
安
心
し
て
本
町
で
暮
ら
し
て
い
け
る

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質　

問　

国
民
年
金
で
低
額
家
賃
住
宅
の

確
保
を
し
て
は
ど
う
か
。
民
間
ア
パ
ー
ト

に
補
助
金
を

出
し
て
い
る

が
、
家
賃
が

高
い
と
声
が

あ
り
補
助
金

を
増
額
し
て

安
い
家
賃
で

入
居
を
で
き

る
様
検
討
し

て
は
。

町
長
答
弁　

こ
れ
か
ら
高
齢
者
の
方
々
が

一
人
で
住
む
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
み
た
い
な
も

の
を
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
公
用
車
に
つ
い
て

質　

問　

公
用
車
を
入
れ
替
え
た
様
で
す

が
、
人
口
減
少
と
財
政
が
厳
し
い
中
で
、

各
町
村
は
、
町
長
公
用
車
を
廃
止
さ
れ
て

い
る
。
東
神
楽
町
は
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
を
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁　

防
災
・
災
害
対
応
・
人
員
・

物
品
・
主
に
視
察
や
講
師
の
送
迎
な
ど
。

質　

問　

車
体
含
め
諸
経
費
の
総
額
は
。

町
民
に
、
町
の
広
報
に
載
せ
て
公
開
し
ま

し
た
か
。

町
長
答
弁　

し
て
な
い
で
す
。
総
額
４
，

６
１
７
，
９
９
３
円
で
す
。

質　

問　

町
民
に
、
三
年
近
く
隠
し
て
い

た
ん
で
す
か
。

町
長
答
弁　

一
般
車
両
と
思
っ
て
い
る
。

事業者から要請がない

旭川電気軌道バスに補助
金を

大

門
　

登

バスターミナル時間調整　旭川電気軌道

外カベのリフォーム

三年間も町民に公開せずかくしていた町長公用車
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山

口

千

春

質　

問　

町
や
新
聞
よ
り
山
本
町
長
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
発
表

が
あ
り
、
ど
ち
ら
を
み
て
も
知
人
と
会
食

と
あ
る
だ
け
で
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
規
模
、
形
態
、
環
境
の
店
舗

で
あ
っ
た
か
、
参
加
人
数
等
を
明
ら
か
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
は
町
長
が
感
染
し
た
こ
と
を
非
難

す
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
う
な
る
と
感
染

リ
ス
ク
が
一
気
に
高
ま
る
の
か
町
民
、
行
事

を
計
画
し
て
い
る
公
民
館
、
サ
ー
ク
ル
等

へ
の
よ
き
指
針
、
教
訓
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

２
点
目
と
し
て
、
感
染
拡
大
の
最
中
に

お
い
て
花
ま
つ
り
が
実
行
さ
れ
、
町
内
外

の
多
く
の
人
が
祭
り
に
来
ら
れ
、
花
ま
つ

り
は
大
成
功
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋

と
な
り
例
年
で
し
た
ら
、
町
、
公
民
館
、

学
校
等
で

多
く
の
行

事
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

今
後
も

オ
ミ
ク
ロ

ン
株
と
同

程
度
の
ウ

イ
ル
ス
で

あ
っ
た
な

ら
、
感
染

拡
大
中
で

あ
っ
て
も

高
齢
者
中

心
の
行
事
で
も
な
い
限
り
実
行
す
る
と
い

う
考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長
答
弁　

私
の
感
染
は
町
外
の
飲
食
店

で
知
人
ら
と
私
的
に
会
食
し
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
３
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
る
等
、
基
本
的
な
感
染
対
策

は
行
っ
て
い
ま
し
た
が
感
染
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
十
分
留
意
し
て
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

花
ま
つ
り
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
加
し

て
い
た
時
期
の
開
催
で
し
た
が
、
国
等
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
、
感
染
防
止
安

全
計
画
に
沿
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
後

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
見
て
判
断
し
ま
す
。
高
齢
者
等
の

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
対
象
と
し
た
行

事
等
の
開
催
判
断
は
特
に
留
意
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質　

問　

学
校
行
事
を
含
め
基
本
的
に
は

実
施
す
る
と
い
う
こ
と
か
。
小
中
学
校
の

部
活
動
で
は
部
員
が
一
人
で
も
感
染
し
た

ら
大
会
出
場
辞
退
と
い
っ
た
よ
う
な
対
応

は
絶
対
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

子
供
た
ち
に
も
部
活
動
と
感

染
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
肝
要
だ
と
思
い
ま

す
。
各
団
体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
上
に
過

敏
に
反
応
す
る
と
言
う
考
え
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。

ひ
じ
り
野
地
区
に
も
入
浴
施
設
を

質　

問　

ひ
じ
り
野
地
区
に
お
い
て
も
高

齢
化
が
進
む
中
、
地
域
で
増
え
て
い
る
要

望
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ひ
じ
り
野
地
区

に
も
中
央
地
区
の
交
流
プ
ラ
ザ
つ
つ
じ
館

と
同
様
の
入
浴
施
設
を
ぜ
ひ
と
も
建
設
し

て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
の
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
つ

つ
じ
館
浴
場
利
用
者
に
関
す
る
資
料
の
提

出
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
利
用

者
数
の
２
割
弱
、
延
べ
人
数
で
言
う
と

６
０
０
人
が
ひ
じ
り
野
地
区
の
住
民
で
し

た
。
今
後
見
込
ま
れ
る
単
身
高
齢
世
帯
の

増
加
、
運
転
免
許
を
返
納
す
る
高
齢
者
等

を
考
慮
す
る
に
地
元
ひ
じ
り
野
地
区
に
入

浴
施
設
が
で
き
た
な
ら
ば
、
多
く
の
利
用

者
が
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。
福
祉
施
設
の
一
環
と
し
て
ぱ
れ
っ
と

等
に
建
設
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長
答
弁　

平
成
24
年
に
「
ぱ
れ
っ
と
」

を
整
備
す
る
際
に
検
討
し
ま
し
た
が
、
多

大
な
維
持
管
理
費
を
伴
う
入
浴
施
設
を
新

た
に
整
備
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
困
難
で

あ
る
と
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
の
ゆ
花
神
楽
の
助
成
利
用
と
継
続
す

る
と
と
も
に
既
存
の
施
設
を
有
効
に
活
用

し
て
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質　

問　

う
ま
く
利
用
で
き
る
補
助
金
等

が
あ
っ
た
な
ら
建
設
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
答
弁　

つ
つ
じ
館
の
入
浴
施
設
は
今

後
も
継
続
す
る
が
、
新
し
い
入
浴
施
設
を

作
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３年振りの開催で大いに賑わった花まつり

コロナ感染拡大中で花まつ

りは開催されました。今後

の町の行事、イベントは？

国等のガイドラインを見て

判断します
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質　

問　

東
神
楽
町
道
９
号
か
ら
10
号
間

の
歩
道
拡
張
工
事
は
い
つ
完
了
す
る
の
で

す
か
。
ひ
じ
り
野
地
区
か
ら
安
全
に
中
学

生
が
自
転
車
通
学
で
き
る
よ
う
に
、
中
央

地
区
か
ら
旭
川
の
高
校
に
安
全
に
自
転
車

通
学
が
で
き
る
よ
う
に
親
は
長
期
に
渡
り

幾
度
も
要
望
書
や
お
願
い
を
し
て
き
ま
し

た
。町
長
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
答
弁　

地
域
規
格
道
路
と
交
差
点
を

除
く
５
２
０
ｍ
が
未
施
工
で
す
。来
年
度
、

全
て
の
工
事
を
完
了
す
る
予
定
と
の
確
認

を
し
て
い
ま
す
。

質　

問　

歩
道
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は

学
生
だ
け
で
な
く
町
民
も
安
心
し
て
安
全

に
通
行
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
北
海
道
の

方
に
強
く
要
望
し
て
頂
き
た
い
。

町
長
答
弁　

工
事
の
施
工
期
間
な
ど
の
詳

細
、
予
算
等
は
現
時
点
で
確
認
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

安
全
面
を
考
慮
し
、
冬
季
間
の
工
事
に

な
る
と
予
想
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も

要
望
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
強
く

要
望
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旭
川
空
港
出
入
り
口
に
あ
る

ウ
ェ
ル
カ
ム
看
板
の
更
新
を

質　

問　

「
よ
う
こ
そ
！
空
港
が
あ
る
町

東
神
楽
町
」
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
看
板
が
歳
月

と
と
も
に
劣
化
し
色
あ
せ
て
い
ま
す
。
撤

去
す
る
の
で
は
な
く
東
神
楽
町
の
地
名
を

知
っ
て
頂
く
た
め
に
も
是
非
、
新
し
く
更

新
を
し
て
頂
き
た
い
。

町
長
答
弁　

平
成
30
年
に
設
置
を
し
空
港

か
ら
出
る
時
、
一
番
初
め
に
目
に
付
く
看

板
で
す
。
現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て

デ
ザ
イ
ン
等
の
う
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま

す
。

質　

問　

長
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
、
看

板
を
劣
化
し
づ
ら
い
物
に
更
新
し
て
頂
き

た
い
。

町
長
答
弁　

長
年
看
板
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
塗
料
の
特
性
、
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し

東
神
楽
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
今
後
も
適
宜
更

新
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

東
神
楽
町
内
の
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
進
ん
で
い
ま
す
か

質　

問　

総
合
体
育
館
駐
車
場
や
ふ
れ
あ

い
交
流
館
な
ど
の
公
共
施
設
等
は
防
犯
上

真
夜
中
も
照
明
が
点
い
て
い
ま
す
。
今
年

は
大
型
蛾
「
ク
ス
サ
ン
」
が
大
量
発
生
、

街
灯
に
群
が
る
蛾
や
そ
れ
を
食
べ
る
カ
ラ

ス
の
被
害
に
町
民
は
大
変
苦
慮
を
し
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
害
虫
が
寄
り
付
き
づ
ら

い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
街
灯
に
変
更
を
し
て
頂

き
た
い
。

町
長
答
弁　

平
成
23
年
度
か
ら
各
行
政
に

電
気
料
の
負
担
を
し
て
い
る
防
犯
灯
か
ら

進
め
一
部
を
除
き
令
和
２
年
度
に
既
に
完

了
を
し
て
い
ま
す
。

質　

問　

専
門
家
に
よ
り
大
型
蛾
「
ク
ス

サ
ン
」
は
「
数
年
は
続
く
」
と
言
わ
れ
て

お
り
、
省
エ
ネ
、
エ
コ
対
策
も
含
め
、
早

急
に
交
換
を
し
て
頂
き
た
い
。

町
長
答
弁　

公
共
施
設
や
道
路
の
照
明
器

具
に
つ
い
て
は
今
後
、
現
状
を
調
査
し
優

先
度
を
定
め
交
換
作
業
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

来年度　すべての工事を
完了する予定です

道道東川東神楽　旭川線
の歩道拡張工事の進行状
況は

竹
久
美
紀
恵

８月 28 日クスサン大量発生

空港前のウェルカム看板

歩道拡張工事
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疑念や疑問を持たれる事
はなく関係を断ち、公正
に対処します。

反社会的カルト集団旧統
一協会の認識は？

質　

問　

政
治
家
は
選
挙

で
票
を
得
よ
う
と
教
団
と

関
係
し
、
教
団
は
問
題
を

も
み
消
し
、
活
動
に
お
墨

付
を
得
る
為
に
、
政
治
家

を
広
告
塔
と
し
て
利
用
し

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
民
主
主
義
に
と
っ

て
は
、
重
大
な
問
題
と
考

え
る
が
、
町
長
の
見
解
と

町
行
政
と
の
関
係
に
つ
い

て
現
状
を
問
う
。

町
長
答
弁　

今
後
、
巧
妙

な
手
口
等
で
、
間
接
的
に

も
そ
う
し
た
事
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

関
係
を
断
ち
、
公
正
に
対

処
し
ま
す
。

教
育
長
答
弁　

旧
統
一
協
会
の
教
育
行

政
と
の
関
係
に
つ
い
て
答
弁
し
ま
す
。

　

教
育
基
本
法
で
は
、第
15
条
第
２
項
「
国

及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校

は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ

の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」

と
な
っ
て
お
り
、
学
校
教
育
現
場
に
お
い

て
も
、
特
定
の
宗
教
教
育
や
宗
教
活
動
は

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
宗
教
の
学
習
は
、
一

般
教
養
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

質　

問　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
前
に
あ
る
、
水

六
訓
の
意
味
を
教
え
て
下
さ
い
。

町
長
答
弁　

分
か
り
ま
せ
ん
。

教
育
長
答
弁　

分
か
り
ま
せ
ん
。

質　

問　

Ｂ
＆
Ｇ
の
育
成
士
資
格
を
有
す

る
鳥
毛
副
町
長
は
分
か
り
ま
す
か
。

副
町
長
答
弁　

分
か
り
ま
せ
ん
。

75
才
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
倍
化
を
ど
う
思
う
か
。

質　

問　

窓
口
負
担
の
２
倍
化
に
対
し
て

上
部
機
関
へ
の
要
請
の
事
実
は
あ
る
か
。

又
、
年
収
い
く
ら
以
上
の
世
帯
が
２
倍
に

な
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
受
診
が

控
え
ら
れ
医
療
費
が
減
る
と
思
う
か
。

　

町
長
の
見
解
を
問
う
。

町
長
答
弁　

今
回
の
見
直
し
は
、
高
齢
者

に
も
応
分
の
負
担
を
い
た
だ
く
政
策
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
上
部
団
体
か
ら
国
へ
要

請
を
出
し
て
あ
り
ま
す
。見
直
し
内
容
は
、

課
税
所
得
が
28
万
円
以
上
で
、
単
身
世
帯

で
２
０
０
万
円
以
上
、
複
数
世
帯
で
年
収

３
２
０
万
円
以
上
の
基
準
に
該
当
す
る
方

が
対
象
で
す
。

　

又
、令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
は
、一
ヶ

月
３
千
円
ま
で
に
抑
え
る
措
置
が
あ
り
ま

す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
努
め
ま

す
。え

ん
罪
事
件
に
つ
い
て

質　

問　

病
気
治
療
の
投
薬
（
原
因
は
、

職
場
で
の
長
時
間
労
働
に
よ
る
）
の
確
認

も
せ
ず
被
害
届
も
な
い
職
員
を
懲
戒
解
雇

さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
当
時
の
庁
舎
内

法
務
担
当
者
は
誰
で
し
た
か
。

　

又
、
組
合
差
別
の
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
。
現
地
調
査
は
誰
の
指
示
で
行

わ
れ
、店
側
の
人
は
立
ち
合
い
ま
し
た
か
。

町
長
答
弁　

平
成
18
年
の
懲
戒
免
職
処
分

の
件
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
法
務
担
当

者
は
私
が
担
当
者
で
し
た
。
当
時
組
合
差

別
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

最
終
決
定
や
指
示
決
定
は
当
時
の
町
長

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

生

出
　

栄

意味のわからない水六訓
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

清野 修一 委員長

よ
る
販
売
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
た
結
果
で
す
。
返
礼
品
は
大
き
な
割
合

を
。
占
め
て
い
る
が
、
今
後
も
効
果
を
高

め
る
努
力
を
し
た
い
。

く
ら
し
の
窓
口
課

Ｑ　

高
規
格
道
路

と
町
道
の
交
差
点
に

は
止
ま
れ
の
標
識
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

い
ち
早
い
対
応
が
必

要
で
す
。

Ａ　

開
通
日
の
翌

日
に
要
望
し
た
。
現

在
設
置
す
る
計
画
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　

大
雪
霊
園
に
は
古
い
お
墓
が
あ
る

が
販
売
率
は
ど
う
か
。
今
後
、
新
し
い
お

墓
に
目
が
移
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

区
画
数
２
，
４
７
６
区
画
の
う
ち

５
７
１
区
画
（
約
23
％
）
が
残
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
新
し
い
お
墓
に
つ
い
て
は
従

来
型
と
違
っ
た
新
し
い
ニ
ー
ズ
の
墓
所
で

造
成
し
て
い
ま
す
。

健
康
ふ
く
し
課

Ｑ　

冬
の
生
活
支
援
事
業
の
内
容
は
。

運
用
す
る
の
か
。

Ａ　

今
後
、
医
師
の
募
集
や
指
定
管
理

等
な
ど
新
た
な
体
制
を
考
え
た
い
。

産
業
振
興
課

Ｑ　

森
林
公
園

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

Ａ　

園
路
の
整

備
・
造
成
・
伐
採
・

植
栽
や
森
の
ゆ
花

神
楽
の
空
調
設
備

な
ど
を
行
い
事
業

費
ベ
ー
ス
で
は
３
割
弱
の
進
捗
で
す
。

建
設
水
道
課

Ｑ　

義
経
公
園
に
お
け
る
噴
水
な
ど
の

管
理
が
出
来
て
い
な
い
の
で
不
衛
生
で

す
。
今
後
、
町
内
会
の
意
見
や
町
民
主
導

の
声
で
整
備
を
考
え
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
若
い
人
の
気
運
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
そ
う
い
っ
た
場
所
づ

く
り
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

噴
水
の
溜
水
に
つ
い
て
不
衛
生
に
な

ら
な
い
よ
う
水
を
抜
く
配
慮
し
た
い
。
公
園

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

植
樹
桝
等
の
花
の
苗
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
お
聞
き
し
た
い
。
無
償
提
供
か

有
料
か
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
は
無
償
提

総
務
課

Ｑ　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
全
町
全
て
に
対
応
で
き
た
の
か
。

Ａ　

住
宅
が
離
れ
て
い
る
地
域
を
主
に

行
っ
た
が
、
一
部
弾
か
れ
た
住
宅
が
あ
る
。

今
後
対
応
し
た
い
と
考
え
る
が
現
段
階
、

全
域
に
敷
設
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

Ｑ　

東
神
楽
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
事
業

の
具
体
的
な
効
果
を
聞
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
効
果
が
見
え
て
く
る
努
力
が
必
要
だ
。

Ａ　

種
と
実
セ
レ
ク
ト
の
商
品
は
マ
ル

シ
ェ
へ
の
出
品
に
５
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

令
和
３
年
度

歳
入
・
歳
出
は
過
去
最
高
額

と
な
り
ま
し
た

Ａ　

低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
が
１
７
３

戸
、
障
が
い
者
世
帯
が
２
７
戸
、
ひ
と
り

親
世
帯
が
１
５
戸
合
わ
せ
て
２
１
５
世
帯

に
１
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
、
灯
油
等
の
価
格
に
応
じ
て
５
千
円
も

し
く
は
１
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

ア
ゼ
リ
ア
ハ
イ
ツ
は
施
設
全
体
が

老
朽
化
し
て
い
る
。
建
て
替
え
計
画
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

例
年
、
修
繕
工
事
を
重
ね
て
き
て

い
る
。
今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議

し
、
修
繕
工
事
が
続
き
ま
す
。
建
て
替
え

計
画
の
具
体
的
検
討
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

健
康
食
育
タ
ウ
ン
事
業
の
、
効
果

と
健
康
ク
ラ
ブ
会
員
の
反
応
は
ど
う
か
。

Ａ　

医
療
費
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
受
診
控
え
は
あ
る
と
思
う
が
下

が
っ
て
い
る
。
会
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
糖

尿
病
の
改
善
が
あ
っ
た
人
、
メ
タ
ボ
の
改

善
が
あ
っ
た
人
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
体
調

不
良
に
な
っ
た
人
が
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

元
気
に
な
っ
た
人
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、

健
康
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
幸
福
度
や
※

ウ
ェ

ル
ネ
ス
な
ど
効
果
は
高
い
と
考
え
る
。

※
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
意
味

健
康
な
心
身
な
ら
び
に
社
会
生
活
を
得
て
、
よ
り

積
極
的
・
創
造
的
な
健
康
を
目
指
し
、
維
持
・
発

展
さ
せ
よ
う
と
す
る
生
活
行
動
を
い
う
。

国
保
診
療
所

Ｑ　

新
し
い
診
療
所
で
も
同
じ
体
制
で

止まれの標識がない交差点

リニューアルされた通路
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後
も
積
極
的
な
取
り
組
み
と
と
も
に
、

受
益
者
負
担
の
原
則
、
負
担
の
公
平
の

観
点
か
ら
、
未
収
金
の
回
収
に
は
、
引

き
続
き
、
効
果
的
な
徴
収
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
の
決
算
額
は
92
億
５
，

４
４
５
万
円
で
前
年
度
比
21
．
３
％
の

増
、
金
額
で
16
億
２
，
７
８
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
効
率
性
に

十
分
配
慮
し
執
行
さ
れ
た
も
の
と
認
め

ま
す
が
、
今
後
も
、
よ
り
適
切
な
財
政
運

営
に
努
め
、
自
主
自
立
を
総
意
と
す
る
わ

が
町
の
将
来
を
見
据
え
、
住
民
が
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
特
別
会
計
及
び
事
業
会
計
関
係

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
診
療
施
設

勘
定
に
お
い
て
は
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て

の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
、
今
後
も
効

率
的
な
健
全
運
営
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
及
び
下
水
道

事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
快
適

な
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
、
経
費
節

減
と
効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
運
営
を

望
み
ま
す
。
な
お
、
未
収
金
に
つ
い
て

は
、
使
用
者
の
負
担
公
平
性
や
事
業
の

健
全
財
政
確
保
の
上
か
ら
、
引
き
続
き

積
極
的
な
解
消
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
３
）
総
括

　

当
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
・
資
金
不
足
比
率
は
、
前
年
度
か

ら
み
て
数
値
的
に
は
下
向
き
と
な
り
、

総
じ
て
健
全
化
に
向
け
た
姿
勢
が
窺

う
か
が

わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
72
．
７
％
で
、
前
年
よ
り

減
少
し
、
町
村
に
お
い
て
望
ま
し
い
と
さ

れ
る
70
％
前
後
の
範
囲
内
ま
で
改
善
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
、
財

政
健
全
化
に
向
け
た
努
力
を
求
め
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
長
期

化
や
懸
念
さ
れ
る
国
際
情
勢
な
ど
に
よ

り
日
常
生
活
や
地
域
経
済
等
に
影
響
が

出
る
中
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

問
題
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
、
費
用
対
効
果
、
緊

急
性
、
不
可
避
性
等
の
観
点
か
ら
、
可

能
な
限
り
無
駄
を
省
き
、
よ
り
一
層
の

財
源
確
保
に
努
め
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、
更
な
る
適
切
な
財
政

運
営
を
望
み
ま
す
。

　

以
上
、執
行
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
件
意
見
が
今
後
の
行
政
執
行
、
と
り

わ
け
次
年
度
の
予
算
編
成
に
十
分
反
映

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
審
査
意
見
と

致
し
ま
す
。

委
員
会
審
査
報
告

委
員
会
審
査
報
告

委
員
長　

清
野　

修
一

委
員
長　

清
野　

修
一

（
１
）
一
般
会
計
関
係　

　

令
和
３
年
度
の
歳
入
の
決
算
額
は

96
億
２
，
１
６
４
万
円
で
前
年
度
比

21
．
２
％
の
増
、
金
額
で
16
億
８
，

３
１
７
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
、
各
種
使
用
料
等
の
自
主
財
源

の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
当
年
度

は
、
前
年
度
よ
り
19
．
１
％
減
少
し
て

い
ま
す
。
未
収
対
策
に
つ
い
て
は
、
今

供
で
す
。
個
人
に
対
し
て
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

工
業
団
地
横

の
歩
道
の
縁
石
が
劣

化
し
ひ
ど
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
粗
悪

製
品
な
ど
点
検
し
工

事
を
す
る
べ
き
で
す
。

Ａ　

道
路
の
老
朽

化
が
原
因
と
思
う
が

適
切
な
管
理
と
点
検
で
、
速
や
か
に
修
繕

を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
未
来
課

Ｑ　

幼
保
一
元
化
後
の
幼
稚
園
施
設
の

活
用
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
一
体
的
な
活
用
が
必
要
で
す
。

Ａ　

今
後
は
町
の
施
設
と
な
る
こ
と
か

ら
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
一
部
移
設
な
ど
使

い
方
を
検
討
し
た
い
。

教
育
推
進
課

Ｑ　

不
登
校
児
童
生
徒
受
入
機
関
共
同

利
用
負
担
金
の
内
容
は
ど
う
か
。

Ａ　

旭
川
市
に
あ
る
適
応
指
導
教
室

ゆ
っ
く
ら
す
と
い
う
施
設
が
あ
る
。
一
市

八
町
で
共
同
運
営
す
る
負
担
金
で
す
。

地
域
の
元
気
づ
く
り
課

Ｑ　

公
民
館
の
運
営
費
に
つ
い
て
町
が

全
額
負
担
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

公
民
館
活
動
に
は
町
民
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
活
動
の
充
実
ア
ッ
プ
に

は
町
民
負
担
は
必
要
と
考
え
る
。

歳
入

Ｑ　

監
査
意
見
に
は
予
算
補
正
は
早
め

に
取
り
組
む
と
歳
出
の
不
用
額
が
減
り
、

財
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
と
あ
る
が
、

見
解
は
ど
う
か
。

Ａ　

監
査
意
見
は
尊
重
し
ま
す
が
、
歳

入
欠
陥
を
起
こ
す
わ
け
に
い
か
な
い
。
予

算
の
補
正
は
２
月
で
締
め
る
と
残
り
１
か

月
と
な
り
不
用
額
が
出
来
て
し
ま
う
。
精

度
を
高
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
。
職

員
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

劣化が激しい道路縁石
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・意見書案第５号・・・国立病院の機能強化を求める意見書
１．国の命を守るセーフティーネットとしての役割を確実に果たし、地域医療の充実をはかるため、国

立病院を機能強化すること。
２．全国ネットワークをいかし、国立病院が新興感染症や災害医療対策において十分な役割を発揮で

きるよう対策を講じること。

・意見書案第６号・・・地方財政の充実・強化に関する意見書
１．社会保障の維持・確保、防災・減災また脱炭素化対策、地域活性化にむけた取り組みや､デジタル

化対策など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握し、それを支える人件費も含めて、十
分な地方一般財源総額の確保をはかること。

２．新型コロナワクチン接種の体制確保、感染症対応業務のみに限定しない保健所体制・機能の全体
的な強化、その他の新型コロナウイルス対応事業や地域経済の活性化までを見据えた十分な財源
措置をはかること。

３．子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障
ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、地方単独事業分も含めた十分な社会保
障経費の拡充をはかること。また、これらの分野を支える人材確保にむけた自治体の取り組みを
十分に支える財政措置を講じること。

４．2021年11月に閣議決定された「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」における看護、介護、
保育など新型コロナ感染症対等と少子高齢化への対応が重なる職種の処遇改善事業について、
2021年度補正予算で補助金が創設されたが、より多くの職場で改善がはかられるよう、対象職種
の拡大や事業の継続・拡大に向け、必要な予算確保や制度改善を行うこと。

５．デジタル･ガバメント化における自治体業務システムの標準化にむけ、地域デジタル社会推進費に
相当する財源を継続して確保するなど、十分な財源を保障すること。また､デジタル化が定着化して
いく過渡期において生じ得る行政需要についても、人材・財源を含めた対応を行うこと。

６．「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている１兆円については持続可能な地域社会の維
持・発展にむけて恒久的な財源とすること。また、同規模の財源確保はもとより、その拡充を含め
て検討すること。

７．会計年度任用職員制度の運用においては､今後も当該職員の処遇改善が求められることから、引き
続き所要額の調査を行うなどし、さらなる財政需要を十分に満たすこと。

８．特別交付税の配分にあたり、諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対して、その取
り扱いを理由とした特別交付税の減額措置を行わないこと。

９．森林環境譲与税については､より林業需要を見込める地方公共団体への譲与額を増大させるよう、
その譲与基準を見直すこと。

10．地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方財政の
確立に取り組むこと。あわせて、地方の安定的な財源確保にむけて、偏在性の小さい所得税・消費
税を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど､より抜本的な改善を行うこと。また、今後、
国の施策の一環として、各種税制の廃止や変更、また減税等を検討する際は､地方の財政運営にお
ける予見性を損なわないよう、十分に地方団体等の意見を反映し、慎重に検討すること。

11．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した段階補正
の強化など対策を講じること。

・意見書案第７号・・・国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書
１．道路の整備・管理が長期安定的に進められるよう、道路関係予算の所要額を確保すること。
２．「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために必要な予算・財源

を確保するとともに、継続的・安定的に国土強靱化の取組を進めることが重要であることから、５
か年加速化対策後も予算・財源を通常予算とは別枠で確保し継続的に取り組むこと。

３．新広域道路交通計画に基づき、高規格道路については、着手済み区間の早期開通、未着手区間の
早期着手及び暫定２車線区間の４車線化といった機能強化を図ること。
また、高規格道路と並行する国道とのダブルネットワークの構築や道路の防災対策・無電柱化な
どによるリダンダンシーの確保を図ること。

４．橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策を椎進するため、点検・診断・補修などのメンテナンスサイク
ルを確立し、予防保全を含む戦略的な維持管理・更新事業を行うための技術的支援の拡充を図る
こと。

５．地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、通学路の交通安全対策などの道路整
備や除排雪を含む年間を通じた維持管理の充実が図られるよう、必要な予算を確保すること。

６．災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の充実・強
化を図ること。

意 見 書 の 提 出意 見 書 の 提 出 第３回定例会

令和４年９月14日～月16日
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開催日 開催場所 委員会の名称 出席、参加者等 内容

７月15日 委員会室Ｂ 議会広報常任委員会（第５回）委員長・委員 議会だより 114号の作成

７月21日 〃 〃 　　〃 　　〃

８月８日 議 場 議員協議会（第 16回） 議長・議員・ほか

・�町立認定こども園における教育及び保育の内容に関

する全体的な計画案について

・�新型コロナウイルス感染症対策事業について

・�東神楽町子どもの医療費の助成に関する条例の一部

改正について

〃 委員会室Ｂ 文教産業常任委員会（第４回）委員長・委員・議長

８月17日 議 場 総務厚生常任委員会 委員長・委員
・�令和４年度事務調査、視察等の延期（中止）につい

て

９月１日 委員会室Ｂ 議会運営委員会 委員長・委員・議長

９月６日 議 場 議員協議会（第 17回） 議長・議員・ほか
・�東神楽町複合施設敷地内保険調剤薬局の開設・運営

について

９月９日 委員会室Ｂ 議会運営委員会 委員長・委員・議長

９月14日 議 員 控 室 議員協議会（第 18回） 議長・議員 ・第３回町議会定例会の運営の件

９月14日 委員会室Ａ 総務厚生常任委員会（第４回）委員長・委員・ほか ・付託事件（請願・陳情等の審査）について

〃 委員会室Ｂ 文教産業常任委員会（第５回）委員長・委員・議長 ・　　〃

９月15日 議 場 決算特別委員会 委員長・委員・ほか

９月16日 議 員 控 室 議員協議会（第 19回） 議長・議員 ・決算特別委員会委員長報告について

各委員会

開催日 開催場所 会議の名称、内容等 出席、参加者等

７月13日 委 員 会 室 Ａ 行政視察（富山県魚津市議会） 議長・副議長

８月５日 顕 功 碑 前 東神楽町戦没者・功労者追悼式（個別参拝） 議長・議員

８月７日 義 経 公 園 第50回ひがしかぐら花まつり 議長・議員

８月19日 東 神 楽 町 中央部市・町議会議長会定例会議 議長

８月30日 東 神 楽 町 定例表彰式 議長・議員

９月１日 旭 川 市 上川総合開発期成会セミナー・要望懇談会 議長

議長・議員

議 会 の 動 き ７月 13 日以降

臨　時　会臨　時　会　●　東神楽町議会だより東神楽町議会だより

第６回臨時会

日　　時 　令和４年８月17日

議　　案 　第１号　令和４年度　一般会計補正予算（第４号）

		  ・歳入歳出74,550千円を追加し総額8,880,243千円とする

主な内容 　	

歳　出		 ・移動式エアコン事業（これっと・ぱれっと・ふれ交・役場等�）………… 4,312千円

		  ・高齢者世帯等生活支援事業（物価高騰のため支援）�…………………… 19,781千円

		  ・子育て世帯支援級金支給事業（物価高騰のため支援）�………………… 34,644千円

		  ・子ども医療費助成事業（高校生まで医療費助成）�………………………… 4,927千円

		  　　※交付金62,173千円、北海道費2,922千円、単費8,076千円

議　　案 　第２号

		  ・�東神楽町子供の医療費の助成に関する条例及び重度心身障がい者及び一人親家庭

等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

主な内容 　	・医療費の助成対象年齢の拡大

		  　　助成対象者を中学生までを高校生までに拡大する
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　10月４日（火）当委員会と森國議長・事務局長が同行し、タブ

レットの導入について行政視察を行いました。当麻町議会では正・

副議長をはじめＩＣＴ活用特別委員会正・副委員長・事務局長・議

事係長が対応していただき、実際のデモンストレーションとシステ

ム導入の経過について詳しく説明をしていただきました。システム

導入の必要性とスキルアップを高める研修でした。

 タブレット等導入検討委員会が当麻町議会を行政視 タブレット等導入検討委員会が当麻町議会を行政視察察

視察研修の様子
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　第３回定例会に議会見学が行われました。

「友達やまちづくりに関わる人々に自分の考

えを提言することにより、まちづくりへの意

識と意欲を高める」をねらいとした学習で

す。以下、小学生の感想をお聞きしました。

　東神楽小学校６年生が傍聴（議会見学）　東神楽小学校６年生が傍聴（議会見学）

子ども議会の感想
◦�議会の中に入ったときから、話の広がり方がすごいと思いました。内容も分かりやすいので、自分が話し
合うときはまとめ方に気を付けていけたらと思いました。

◦�一つの事柄を話し合っているのではなく、いくつかのことを話していました。初めは、色々な人が意見を
出し合っているのかと思ったけど、実際に見てみると、2人の人が意見を出し合ったり答えたりしているこ
とに驚きました。そして、意見を出さずに、聞いている人もみんなメモを取っていました。質問をしたり、し
合ったりと、とてもスムーズに進んでいたので、自分が体験するときにも、できるだけスムーズに進むよう
にしたいです。

◦�東神楽をよくしたり、町民のことをすごく真剣に話し合っていたりして、すごいと思いました。

◦�難しい話をしていて詳しく分からなかったけど、大事な部分などは聞き取ることができて、今の東神楽の
ことを知ることができました。

一般質問を行っている時に傍聴が行われました


